
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】電界が印加される部分の強誘電体セラミックス

シートの厚さを低減してクロストークの発生を抑制する

と同時に、溝以外の厚いセラミックシートの部分がセラ

ミックスシートの機械的強度維持できるマトリクス表示

セラミックス絶縁形薄膜ＥＬ素子、並びにその製造技術

を提供する。

【解決手段】ストライプ状の溝付き強誘電体セラミック

シート４を公知のセラミックス加工技術を用いて作製し

、溝のついていない方の面上に発光層２を形成し、その

後、蛍光体薄膜の結晶性の改善によるＥＬ特性の向上を

目的として熱処理を施す。その上に透明電極１として各

種透明導電膜を前記の薄膜作製技術を用いて溝に対して

直交するようにパターン形成する。次に強誘電体セラミ

ックシート４の溝中に背面電極３として金属膜を形成す

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
裏 面 に ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を 有 す る 基 体 上 に 形 成 し た 少 な く と も １ 種 の 蛍 光 体 薄 を 発 光 層 と
し 、 そ の 上 に 基 体 裏 面 の 溝 に 直 交 す る ス ト ラ イ プ 状 透 明 電 極 層 を 、 基 体 裏 面 の 溝 中 に 対 向
電 極 層 を 配 置 し た 構 造 を 特 徴 と す る マ ト リ ッ ク ス 表 示 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 請 求 項 １ 記 載 の 基 体 が 強 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク シ ー ト で あ る 請 求 項 １ 記 載 の エ レ ク ト ロ ル
ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 請 求 項 １ 記 載 の 基 体 裏 面 の 溝 の 深 さ が 約 ０ ． １ か ら ０ ． ３ ｍ ｍ に な る よ う に ダ イ ヤ モ
ン ド カ ッ タ ー 等 の 機 械 的 な 方 法 に よ り 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 １ 記 載 の 薄 膜
エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 請 求 項 １ 記 載 の 基 体 裏 面 の 溝 を 酸 も し く は ア ル カ リ 性 溶 液 等 を 用 い る 化 学 的 な エ ッ チ
ン グ 方 法 に よ り 形 成 す る 前 記 請 求 項 １ 記 載 の 薄 膜 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 請 求 項 １ 記 載 の 基 体 裏 面 の 溝 を ス パ ッ タ リ ン グ 等 の 物 理 的 な エ ッ チ ン グ 方 法 に よ り 形
成 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 １ 記 載 の 薄 膜 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 請 求 項 １ 記 載 の 基 体 裏 面 の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を プ レ ス 成 形 体 も し く は グ リ ー ン シ ー ト
に 形 成 し 、 そ れ を 焼 結 し て 溝 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 １ 記 載 の 薄 膜 エ レ ク
ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 請 求 項 ３ か ら ６ 記 載 の 製 造 方 法 で 作 製 し た 前 記 請 求 項 １ に 記 載 し た 薄 膜 エ レ ク ト ロ ル
ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 を 用 い る Ｅ Ｌ 表 示 装 置
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は マ ト リ ク ス 表 示 用 溝 付 き 型 薄 膜 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 お よ び そ の 製 造 方
法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 申 請 者 ら は 、 基 体 兼 絶 縁 層 材 料 と し て 強 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト を 用 い
る セ ラ ミ ッ ク ス 絶 縁 形 薄 膜 Ｅ Ｌ 素 子 を 実 現 し て い る 。 該 薄 膜 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 従 来 か ら の 交 流
駆 動 二 重 絶 縁 構 造 薄 膜 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ 以 下 薄 膜 Ｅ Ｌ 素 子 と 呼 ぶ ） に お け
る 、 絶 縁 層 絶 縁 破 壊 に よ る 素 子 特 性 の 劣 化 や 、 カ タ ス ト ロ フ ィ ッ ク 破 壊 の 問 題 を 解 決 で き
、 且 つ 簡 単 な 素 子 の 構 造 を 有 す る こ と か ら 、 安 価 な 素 子 作 製 が 期 待 で き る 。 例 え ば 、 申 請
者 ら の 発 明 に な る 特 願 昭 ６ １ － ２ ２ ７ ４ １ ０ 、 特 願 昭 ６ ３ － ９ ９ １ ２ ９ 及 び 特 願 昭 ６ ３ －
９ ９ １ ３ ０ に お い て は 、 基 板 兼 絶 縁 層 と し て 強 誘 電 体 で あ る 焼 結 チ タ ン 酸 バ リ ウ ム （ Ｂ ａ
Ｔ ｉ Ｏ ３ ） セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 上 に 各 種 硫 化 物 蛍 光 体 か ら な る 薄 膜 発 光 層 を 形 成 し た Ｅ Ｌ 素
子 に お い て 高 輝 度 多 色 発 光 を 実 現 し て い る 。 ま た 、 ご く 最 近 で は Ｍ ｎ 添 加 亜 鉛 ガ レ ー ト （
Ｚ ｎ ２ Ｇ ａ Ｏ ４ ： Ｍ ｎ ） （ 特 願 平 ７ － ２ １ ２ ３ ３ ２ ） 等 の 各 種 酸 化 物 蛍 光 体 薄 膜 を 発 光 層
に 用 い る 同 様 の 素 子 構 造 を 有 す る セ ラ ミ ッ ク ス 絶 縁 形 薄 膜 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て 、 長 寿 命 ・ 高
輝 度 多 色 発 光 を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 該 薄 膜 Ｅ Ｌ 素 子 の 絶 縁 層 兼 基 体 材 料 と し て 、 例 え ば Ｂ ａ
Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト を 用 い た 場 合 、 Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト に 基 板 と し て
の 十 分 な 機 械 的 強 度 を 持 た せ る た め に は 、 Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト の 厚 さ を ０ ． ５
ｍ ｍ ～ １ ． ０ ｍ ｍ 程 度 に 作 製 す る こ と が 望 ま し い 。 し か し な が ら 、 こ の 様 な 比 較 的 厚 い セ
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ラ ミ ッ ク シ ー ト を 用 い た 場 合 発 光 層 に 有 効 な 電 界 を 印 加 す る こ と が 困 難 で あ り 、 且 つ 背 面
電 極 と 透 明 電 極 を 直 交 さ せ て 形 成 し て 単 純 マ ト リ ク ス 表 示 を さ せ る 場 合 に は 、 セ ラ ミ ッ ク
シ ー ト の 厚 さ の た め に ク ロ ス ト ー ク が 発 生 し 、 マ ト リ ク ス の 高 精 細 化 が 困 難 で あ る 問 題 点
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 絶 縁 層 兼 基 体 材 料 で あ る 強 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト に 、 深 さ が 約 ０ ． １ か ら
０ ． ３ ｍ ｍ に な る よ う に ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を 一 定 の 間 隔 を 持 っ て 形 成 し 、 溝 中 に 背 面 電 極
を 形 成 す る こ と に よ り 、 電 界 が 印 加 さ れ る 部 分 の 強 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト の 厚 さ を 低
減 し て ク ロ ス ト ー ク の 発 生 を 抑 制 す る と 同 時 に 、 溝 以 外 の 厚 い セ ラ ミ ッ ク シ ー ト の 部 分 が
セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト の 機 械 的 強 度 維 持 で き る マ ト リ ク ス 表 示 セ ラ ミ ッ ク ス 絶 縁 形 薄 膜 Ｅ Ｌ
素 子 、 並 び に そ の 製 造 技 術 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 前 記 問 題 点 を 解 決 す る た め 、 厚 さ ０ ． ４ ｍ ｍ か ら １ ｍ ｍ 程
度 の 単 層 も し く は 多 層 の 焼 結 体 セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト か ら な る 強 誘 電 体 絶 縁 層 に 、 深 さ が 約
０ ． １ か ら ０ ． ３ ｍ ｍ に な る よ う に ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を 一 定 の 間 隔 を 持 っ て 形 成 し 、 溝 の
無 い 方 の 面 に 蛍 光 体 薄 膜 を 全 面 に 形 成 し 、 該 蛍 光 体 薄 膜 上 に 該 セ ラ ミ ッ ク ス に 形 成 し た 溝
と 直 交 す る 用 に 一 定 の 間 隔 持 っ た ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 を 形 成 し 、 溝 中 に 背 面 電 極 を 形
成 す る こ と に よ り 、 マ ト リ ク ス 表 示 が 可 能 な エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 を 発 明 し た 。
セ ラ ミ ッ ク シ ー ト の 材 料 と し て は 、 一 般 に 用 い ら れ て い る 強 誘 電 体 も し く は 誘 電 体 セ ラ ミ
ッ ク シ ー ト が 利 用 可 能 で あ る 。 溝 の 形 成 方 法 と し て は 、 一 般 に 用 い ら れ て い る 、 機 械 的 、
化 学 的 も し く は 物 理 的 な セ ラ ミ ッ ク シ ー ト の 加 工 技 術 を 使 用 で き る 。 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク の
焼 結 前 の 状 態 で あ る プ レ ス 成 形 体 や グ リ ー ン シ ー ト 作 製 時 に あ ら か じ め 溝 を 形 成 し 、 そ の
ま ま 焼 結 す る こ と に よ り 作 製 す る 溝 付 き セ ラ ミ ッ ク シ ー ト の 利 用 に よ っ て も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 に 係 わ る 薄 膜 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を 形 成 し た 強 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク シ ー ト
の 表 面 上 に 発 光 層 と し て 各 種 蛍 光 体 薄 膜 を ス パ ッ タ リ ン グ 法 、 真 空 蒸 着 法 、 レ ー ザ ー ア ブ
レ ー シ ョ ン 法 、 有 機 金 属 化 学 気 相 成 長 法 も し く は ゾ ル ー ゲ ル 法 等 の 公 知 の 薄 膜 作 製 技 術 を
用 い て 形 成 し 、 そ の 後 、 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る Ｅ Ｌ 特 性 の 向 上 を 目 的 と し て 熱
処 理 を 施 す 。 そ の 上 に 透 明 電 極 と し て 各 種 透 明 導 電 膜 を 前 記 の 薄 膜 作 製 技 術 を 用 い て 溝 に
対 し て 直 交 す る よ う に パ タ ー ン 形 成 す る 。 次 に 強 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク シ ー ト の 溝 中 に 背 面 電
極 と し て 金 属 膜 を 形 成 す る こ と に よ っ て 作 製 で き る こ と を 発 明 し た 。 ま た 、 ダ イ ヤ モ ン ド
カ ッ タ ー 等 の 機 械 的 加 工 技 術 用 い て セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 上 に 溝 を 形 成 す る 場 合 、 ダ イ ヤ モ ン
ド カ ッ タ ー の す ぐ 後 ろ に 、 導 電 性 ペ ー ス ト を 塗 布 す る ノ ズ ル を 設 け る こ と に よ り 、 溝 の 形
成 と 背 面 電 極 の 形 成 を 同 時 に 行 う 方 法 も 発 明 し た 。 こ の 技 術 を 用 い る こ と に よ り Ｅ Ｌ 素 子
の 作 製 工 程 を 短 縮 す る こ と を 発 明 し た 。 ま た 、 蛍 光 体 薄 膜 を 形 成 後 、 熱 処 理 に よ り 発 光 層
と し て の 機 能 を 付 与 し た 後 に 、 上 記 の 方 法 を 用 い て セ ラ ミ ッ ク ス に 溝 を 形 成 す る こ と は 全
く 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 作 用 】 本 発 明 に 係 わ る 薄 膜 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 強 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト に ス ト ラ イ プ 状 の
溝 を 形 成 し 、 そ の 溝 中 に 背 面 電 極 を 形 成 す る こ と に よ り 、 電 界 が 印 加 さ れ る 部 分 の 強 誘 電
体 セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト の 厚 さ を 低 減 し て ク ロ ス ト ー ク の 発 生 を 抑 制 す る と 同 時 に 、 溝 以 外
の 厚 い セ ラ ミ ッ ク シ ー ト の 部 分 が セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト の 機 械 的 強 度 維 持 で き る マ ト リ ク ス
表 示 セ ラ ミ ッ ク ス 絶 縁 形 薄 膜 Ｅ Ｌ 素 子 を 実 現 で き る 。 強 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト の 加 工
に は 、 こ れ ま で セ ラ ミ ッ ク 加 工 技 術 と し て 開 発 さ れ て い る 広 範 な 技 術 を 使 用 可 能 な 作 用 効
果 が あ る 。 さ ら に 、 該 薄 膜 Ｅ Ｌ 素 子 は 単 純 な 素 子 構 造 で あ る こ と か ら 実 用 的 に は 非 常 に 安
価 に マ ト リ ク ス 表 示 の 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 製 作 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 実 施 例 １ 】 厚 さ ２ ｍ ｍ 、 ５ × ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 絶 縁 層 に ダ イ ヤ
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モ ン ド カ ッ タ ー を 用 い て 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を ０ ． ５ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て １
０ 本 形 成 し 、 溝 を 付 け て い な い 方 の セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 上 に 申 請 者 ら の 発 明 に な る 硫 黄 ソ ー
ス と し て 二 硫 化 炭 素 を 用 い る 有 機 金 属 化 学 気 相 長 法 に よ り Ｍ ｎ 添 加 硫 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｓ ： Ｍ
ｎ ） 蛍 光 体 薄 膜 を 膜 厚 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ 成 膜 し 、 そ の 後 、 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る Ｅ
Ｌ 特 性 の 向 上 を 目 的 と し て 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 ８ ０ ０ ℃ で １ 時 間 熱 処 理 を 行 っ て 発 光 層
を 形 成 す る 。 そ し て 該 発 光 層 薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） 透 明 導
電 膜 を マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ 、
間 隔 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 を １ ０ 本 形 成 し た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ ｌ 薄 膜
を 真 空 蒸 着 法 に よ り 形 成 し 図 １ に 示 す 構 造 の 黄 色 発 光 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 作 製 し た 。
該 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に １ ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 交 流 電 圧 を 印 加 し た と こ ろ 、 図 ２ に 示 す よ う に
、 １ ０ × １ ０ の ク ロ ス ト ー ク の 無 い マ ト リ ク ス 表 示 を 実 現 し た 。 ま た 、 図 ３ に １ 画 素 の 輝
度 － 印 加 電 圧 特 性 を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 最 高 輝 度 ９ ０ ０ ０ ｃ ｄ ／ ｍ ２ を 越 え る 高 輝 度
黄 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 実 施 例 ２ 】
厚 さ ２ ｍ ｍ 、 ５ × ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 絶 縁 層 に ダ イ ヤ モ ン ド カ ッ タ
ー を 用 い て 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を ０ ． ５ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て ２ ０ 本 形 成 し 、
溝 を 付 け て い な い 方 の セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 上 に 申 請 者 ら の 発 明 に な る Ｍ ｎ 添 加 Ｇ ａ ２ Ｏ ３ （
Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｍ ｎ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用 い る 高 周 波 マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法
を 用 い て Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｍ ｎ 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層 を 膜 厚 約 １ μ ｍ に 成 膜 し 、 そ の 後 、 該 蛍 光 体
薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る Ｅ Ｌ 特 性 の 向 上 を 目 的 と し て 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 １ ０ ２ ０ ℃
で １ 時 間 熱 処 理 を 行 っ て 発 光 層 を 形 成 す る 。 そ し て 該 発 光 層 薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 酸
化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） 透 明 導 電 膜 を マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 し 、 ド ラ イ エ ッ
チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 を ２ ０ 本 形 成 し
た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ ｌ 薄 膜 を 真 空 蒸 着 法 に よ り 形 成 し 緑 色 発 光 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
を 作 製 し た 。 該 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に １ ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 交 流 電 圧 を 印 加 し た と こ ろ 、 ２ ０
× ２ ０ の ク ロ ス ト ー ク の 無 い マ ト リ ク ス 表 示 を 実 現 し た 。 ま た 、 図 ４ に １ 画 素 の 輝 度 － 印
加 電 圧 特 性 を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 最 高 輝 度 ２ ０ ０ ０ ｃ ｄ ／ ｍ ２ を 越 え る 高 輝 度 緑 色 発
光 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 実 施 例 ３ 】 厚 さ ２ ｍ ｍ 、 ５ × ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 絶 縁 層 に ダ イ ヤ
モ ン ド カ ッ タ ー を 用 い て 幅 ０ ． １ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を ０ ． １ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て ６
０ 本 形 成 し 、 溝 を 付 け て い な い 方 の セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 上 に 赤 色 発 光 層 と し て 申 請 者 ら の 発
明 に な る Ｃ ｒ 添 加 Ｇ ａ ２ Ｏ ３ （ Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｃ ｒ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用 い る
高 周 波 マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 を 用 い て Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｃ ｒ 赤 色 発 光 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層 を 膜
厚 約 １ μ ｍ に 成 膜 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 、 溝 １ 本 の 幅 に な る よ う に 不 要 部 分 を エ
ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 。 次 に 、 緑 色 発 光 層 と し て 申 請 者 ら の 発 明 に な る Ｍ ｎ 添 加 Ｇ ａ ２

Ｏ ３ （ Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｍ ｎ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用 い る 高 周 波 マ グ ネ ト ロ ン ス パ
ッ タ 法 を 用 い て Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｍ ｎ 緑 色 発 光 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層 を 膜 厚 約 １ μ ｍ に 成 膜 し 、 ド
ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 、 赤 色 蛍 光 体 膜 に 並 行 し て 溝 １ 本 の 幅 に な る よ う に 不 要 部 分 を エ
ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 。 次 に 、 青 色 発 光 層 と し て 申 請 者 ら の 発 明 に な る Ｔ ｉ 添 加 Ｓ ｒ ２

Ｐ Ｏ ４ （ Ｓ ｒ ２ Ｐ Ｏ ４ ： Ｔ ｉ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用 い る 高 周 波 マ グ ネ ト ロ ン
ス パ ッ タ 法 を 用 い て Ｓ ｒ ２ Ｐ Ｏ ４ ： Ｔ ｉ 青 色 発 光 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層 を 膜 厚 約 １ μ ｍ に 成 膜
し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 、 緑 色 蛍 光 体 膜 に 並 行 し て 溝 １ 本 の 幅 に な る よ う に 不 要 部
分 を エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 。 最 後 に 、 該 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る Ｅ Ｌ 特 性 の
向 上 を 目 的 と し て 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 １ ０ ２ ０ ℃ で １ 時 間 熱 処 理 を 行 っ て Ｒ Ｇ Ｂ 発 光 層
を 形 成 す る 。 次 に 、 そ し て 該 発 光 層 薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ）
透 明 導 電 膜 を マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． １
ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． １ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 を ６ ０ 本 形 成 し た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ
ｌ 薄 膜 を 真 空 蒸 着 法 に よ り 形 成 し フ ル カ ラ ー 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 作 製 し た 。 該 薄 膜 Ｅ
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Ｌ デ ィ ス プ レ イ に １ ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 交 流 電 圧 を 印 加 し た と こ ろ 、 ２ ０ × ２ ０ の ク ロ ス ト ー ク
の 無 い フ ル カ ラ ー マ ト リ ク ス 表 示 を 実 現 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 実 施 例 ４ 】 厚 さ ０ ． ５ ｍ ｍ 、 ５ × ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 絶 縁 層 に 希
王 水 を 用 い て 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を ０ ． ５ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て １ ０ 本 形 成 し
、 溝 を 付 け て い な い 方 の セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 上 に 申 請 者 ら の 発 明 に な る 硫 黄 ソ ー ス と し て 二
硫 化 炭 素 を 用 い る 有 機 金 属 化 学 気 相 長 法 に よ り Ｍ ｎ 添 加 硫 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｓ ： Ｍ ｎ ） 蛍 光 体
薄 膜 を 膜 厚 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ 成 膜 し 、 そ の 後 、 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る Ｅ Ｌ 特 性 の 向
上 を 目 的 と し て 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 ８ ０ ０ ℃ で １ 時 間 熱 処 理 を 行 っ て 発 光 層 を 形 成 す る
。 そ し て 該 発 光 層 薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） 透 明 導 電 膜 を マ グ
ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． ５
ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 を １ ０ 本 形 成 し た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ ｌ 薄 膜 を 真 空 蒸 着
法 に よ り 形 成 し 黄 色 発 光 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 作 製 し た 。 該 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に １
ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 交 流 電 圧 を 印 加 し た と こ ろ 、 １ ０ × １ ０ の ク ロ ス ト ー ク の 無 い マ ト リ ク ス 表
示 を 実 現 し た 。 ま た 、 最 高 輝 度 ９ ０ ０ ０ ｃ ｄ ／ ｍ ２ を 越 え る 高 輝 度 黄 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 実 施 例 ５ 】 厚 さ ０ ． ４ ｍ ｍ 、 ５ × ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 絶 縁 層 に ア
ル ゴ ン ス パ ッ タ 法 を 用 い て 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を ０ ． ５ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て
１ ０ 本 形 成 し 、 溝 を 付 け て い な い 方 の セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 上 に 申 請 者 ら の 発 明 に な る 硫 黄 ソ
ー ス と し て 二 硫 化 炭 素 を 用 い る 有 機 金 属 化 学 気 相 長 法 に よ り Ｍ ｎ 添 加 硫 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｓ ：
Ｍ ｎ ） 蛍 光 体 薄 膜 を 膜 厚 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ 成 膜 し 、 そ の 後 、 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る
Ｅ Ｌ 特 性 の 向 上 を 目 的 と し て 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 ８ ０ ０ ℃ で １ 時 間 熱 処 理 を 行 っ て 発 光
層 を 形 成 す る 。 そ し て 該 発 光 層 薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） 透 明
導 電 膜 を マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ
、 間 隔 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 を １ ０ 本 形 成 し た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ ｌ 薄
膜 を 真 空 蒸 着 法 に よ り 形 成 し 黄 色 発 光 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 作 製 し た 。 該 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ
ス プ レ イ に １ ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 交 流 電 圧 を 印 加 し た と こ ろ 、 １ ０ × １ ０ の ク ロ ス ト ー ク の 無 い
マ ト リ ク ス 表 示 を 実 現 し た 。 ま た 、 最 高 輝 度 ９ ０ ０ ０ ｃ ｄ ／ ｍ ２ を 越 え る 高 輝 度 黄 色 発 光
が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 実 施 例 ６ 】 厚 さ ０ ． ４ ｍ ｍ 、 ５ × ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 絶 縁 層 に ア
ル ゴ ン ス パ ッ タ 法 を 用 い て 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を ０ ． ５ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て
１ ０ 本 形 成 し 、 溝 を 付 け て い な い 方 の セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 上 に 申 請 者 ら の 発 明 に な る Ｍ ｎ 添
加 Ｚ ｎ Ｇ ａ ２ Ｏ ４ （ Ｚ ｎ Ｇ ａ ２ Ｏ ４ ： Ｍ ｎ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用 い る 高 周 波
マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 を 用 い て Ｚ ｎ Ｇ ａ ２ Ｏ ４ ： Ｍ ｎ 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層 を 膜 厚 約 １ μ ｍ
に 成 膜 し 、 そ の 後 、 該 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る Ｅ Ｌ 特 性 の 向 上 を 目 的 と し て 不 活
性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 １ ０ ２ ０ ℃ で １ 時 間 熱 処 理 を 行 っ て 発 光 層 を 形 成 す る 。 そ し て 該 発 光 層
薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） 透 明 導 電 膜 を マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ
法 に よ り 形 成 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ
状 の 透 明 電 極 を １ ０ 本 形 成 し た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ ｌ 薄 膜 を 真 空 蒸 着 法 に よ り 形 成 し 黄
色 発 光 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 作 製 し た 。 該 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に １ ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 交 流
電 圧 を 印 加 し た と こ ろ 、 １ ０ × １ ０ の ク ロ ス ト ー ク の 無 い マ ト リ ク ス 表 示 を 実 現 し た 。 ま
た 、 最 高 輝 度 ３ ０ ０ ０ ｃ ｄ ／ ｍ ２ を 越 え る 高 輝 度 黄 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 実 施 例 ７ 】 厚 さ ０ ． ４ ｍ ｍ 、 ５ × ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 絶 縁 層 に ア
ル ゴ ン ス パ ッ タ 法 を 用 い て 幅 ０ ． １ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を ０ ． １ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て
６ ０ 本 形 成 し 、 溝 を 付 け て い な い 方 の セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 上 に 赤 色 発 光 層 と し て 申 請 者 ら の
発 明 に な る Ｃ ｒ 添 加 Ｇ ａ ２ Ｏ ３ （ Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｃ ｒ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用 い
る 高 周 波 マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 を 用 い て Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｃ ｒ 赤 色 発 光 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層 を
膜 厚 約 １ μ ｍ に 成 膜 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 、 溝 １ 本 の 幅 に な る よ う に 不 要 部 分 を
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エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 。 次 に 、 緑 色 発 光 層 と し て 申 請 者 ら の 発 明 に な る Ｍ ｎ 添 加 Ｇ ａ

２ Ｏ ３ （ Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｍ ｎ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用 い る 高 周 波 マ グ ネ ト ロ ン ス
パ ッ タ 法 を 用 い て Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｍ ｎ 緑 色 発 光 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層 を 膜 厚 約 １ μ ｍ に 成 膜 し 、
ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 、 赤 色 発 光 層 に 並 行 し て 溝 １ 本 の 幅 に な る よ う に 不 要 部 分 を エ
ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 。 次 に 、 青 色 発 光 層 と し て 申 請 者 ら の 発 明 に な る Ｔ ｉ 添 加 Ｓ ｒ ２

Ｐ Ｏ ４ （ Ｓ ｒ ２ Ｐ Ｏ ４ ： Ｔ ｉ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用 い る 高 周 波 マ グ ネ ト ロ ン
ス パ ッ タ 法 を 用 い て Ｓ ｒ ２ Ｐ Ｏ ４ ： Ｔ ｉ 青 色 発 光 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層 を 膜 厚 約 １ μ ｍ に 成 膜
し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 、 緑 色 発 光 層 に 並 行 し て 溝 １ 本 の 幅 に な る よ う に 不 要 部 分
を エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 。 最 後 に 、 該 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る Ｅ Ｌ 特 性 の 向
上 を 目 的 と し て 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 １ ０ ２ ０ ℃ で １ 時 間 熱 処 理 を 行 っ て Ｒ Ｇ Ｂ 発 光 層 を
形 成 す る 。 次 に 、 そ し て 該 発 光 層 薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） 透
明 導 電 膜 を マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． １ ｍ
ｍ 、 間 隔 ０ ． １ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 を ６ ０ 本 形 成 し た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ ｌ
薄 膜 を 真 空 蒸 着 法 に よ り 形 成 し フ ル カ ラ ー 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 作 製 し た 。 該 薄 膜 Ｅ Ｌ
デ ィ ス プ レ イ に １ ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 交 流 電 圧 を 印 加 し た と こ ろ 、 ２ ０ × ２ ０ の ク ロ ス ト ー ク の
無 い フ ル カ ラ ー マ ト リ ク ス 表 示 を 実 現 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 実 施 例 ８ 】 厚 さ ２ ． ０ ｍ ｍ 、 ５ × ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ グ リ ー ン シ ー ト に 金 型 を 用 い
て 、 幅 ０ ． ６ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を ０ ． ６ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て １ ０ 本 形 成 し 、 大 気 中
１ ３ ０ ０ ℃ で 焼 結 し 、 幅 ０ ． ４ ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． ４ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を 形 成 し た セ ラ
ミ ッ ク シ ー ト を 作 製 す る 。 溝 を 付 け て い な い 方 の 面 上 に 申 請 者 ら の 発 明 に な る 硫 黄 ソ ー ス
と し て 二 硫 化 炭 素 を 用 い る 有 機 金 属 化 学 気 相 長 法 に よ り Ｍ ｎ 添 加 硫 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｓ ： Ｍ ｎ
） 蛍 光 体 薄 膜 を 膜 厚 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ 成 膜 し 、 そ の 後 、 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る Ｅ Ｌ
特 性 の 向 上 を 目 的 と し て 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 ８ ０ ０ ℃ で １ 時 間 熱 処 理 を 行 っ て 発 光 層 を
形 成 す る 。 そ し て 該 発 光 層 薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） 透 明 導 電
膜 を マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ 、 間
隔 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 を １ ０ 本 形 成 し た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ ｌ 薄 膜 を
真 空 蒸 着 法 に よ り 形 成 し 黄 色 発 光 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 作 製 し た 。 該 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ
レ イ に １ ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 交 流 電 圧 を 印 加 し た と こ ろ 、 １ ０ × １ ０ の ク ロ ス ト ー ク の 無 い マ ト
リ ク ス 表 示 を 実 現 し た 。 ま た 、 最 高 輝 度 ９ ０ ０ ０ ｃ ｄ ／ ｍ ２ を 越 え る 高 輝 度 黄 色 発 光 が 得
ら れ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 実 施 例 ９ 】 厚 さ ２ ． ０ ｍ ｍ 、 ５ × ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ グ リ ー ン シ ー ト に 金 型 を 用 い
て 、 幅 ０ ． ６ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を ０ ． ６ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て １ ０ 本 形 成 し 、 大 気 中
１ ３ ０ ０ ℃ で 焼 結 し 、 幅 ０ ． ４ ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． ４ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を 形 成 し た セ ラ
ミ ッ ク シ ー ト を 作 製 す る 。 溝 を 付 け て い な い 方 の セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 上 に 申 請 者 ら の 発 明 に
な る Ｍ ｎ 添 加 Ｚ ｎ Ｇ ａ ２ Ｏ ４ （ Ｚ ｎ Ｇ ａ ２ Ｏ ４ ： Ｍ ｎ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用
い る 高 周 波 マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 を 用 い て Ｚ ｎ Ｇ ａ ２ Ｏ ４ ： Ｍ ｎ 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層 を 膜
厚 約 １ μ ｍ に 成 膜 し 、 そ の 後 、 該 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る Ｅ Ｌ 特 性 の 向 上 を 目 的
と し て 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 １ ０ ２ ０ ℃ で １ 時 間 熱 処 理 を 行 っ て 発 光 層 を 形 成 す る 。 そ し
て 該 発 光 層 薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） 透 明 導 電 膜 を マ グ ネ ト ロ
ン ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． ５ ｍ ｍ の
ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 を １ ０ 本 形 成 し た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ ｌ 薄 膜 を 真 空 蒸 着 法 に よ
り 形 成 し 黄 色 発 光 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 作 製 し た 。 該 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に １ ｋ Ｈ ｚ
正 弦 波 交 流 電 圧 を 印 加 し た と こ ろ 、 １ ０ × １ ０ の ク ロ ス ト ー ク の 無 い マ ト リ ク ス 表 示 を 実
現 し た 。 ま た 、 最 高 輝 度 ３ ０ ０ ０ ｃ ｄ ／ ｍ ２ を 越 え る 高 輝 度 黄 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 実 施 例 １ ０ 】 幅 ０ ． ６ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を ０ ． ６ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て １ ０ 本 形 成
し た 、 厚 さ ２ ． ０ ｍ ｍ 、 ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ プ レ ス 成 形 体 を 作 製 し 、 大 気 中 １ ３ ０ ０
℃ で 焼 結 し 、 幅 ０ ． ４ ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． ４ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を 形 成 し た セ ラ ミ ッ ク シ
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ー ト を 作 製 す る 。 溝 を 付 け て い な い 方 の 面 上 に 申 請 者 ら の 発 明 に な る 硫 黄 ソ ー ス と し て 二
硫 化 炭 素 を 用 い る 有 機 金 属 化 学 気 相 長 法 に よ り Ｍ ｎ 添 加 硫 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｓ ： Ｍ ｎ ） 蛍 光 体
薄 膜 を 膜 厚 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ 成 膜 し 、 そ の 後 、 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る Ｅ Ｌ 特 性 の 向
上 を 目 的 と し て 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 ８ ０ ０ ℃ で １ 時 間 熱 処 理 を 行 っ て 発 光 層 を 形 成 す る
。 そ し て 該 発 光 層 薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） 透 明 導 電 膜 を マ グ
ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． ５
ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 を １ ０ 本 形 成 し た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ ｌ 薄 膜 を 真 空 蒸 着
法 に よ り 形 成 し 黄 色 発 光 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 作 製 し た 。 該 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に １
ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 交 流 電 圧 を 印 加 し た と こ ろ 、 １ ０ × １ ０ の ク ロ ス ト ー ク の 無 い マ ト リ ク ス 表
示 を 実 現 し た 。 ま た 、 最 高 輝 度 ９ ０ ０ ０ ｃ ｄ ／ ｍ ２ を 越 え る 高 輝 度 黄 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 実 施 例 １ １ 】 幅 ０ ． ６ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を ０ ． ６ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て １ ０ 本 形 成
し た 、 厚 さ ２ ． ０ ｍ ｍ 、 ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ プ レ ス 成 形 体 を 作 製 し 、 大 気 中 １ ３ ０ ０
℃ で 焼 結 し 、 幅 ０ ． ４ ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． ４ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を 形 成 し た セ ラ ミ ッ ク シ
ー ト を 作 製 す る 。 溝 を 付 け て い な い 方 の セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 上 に 申 請 者 ら の 発 明 に な る Ｍ ｎ
添 加 Ｚ ｎ Ｇ ａ ２ Ｏ ４ （ Ｚ ｎ Ｇ ａ ２ Ｏ ４ ： Ｍ ｎ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用 い る 高 周
波 マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 を 用 い て Ｚ ｎ Ｇ ａ ２ Ｏ ４ ： Ｍ ｎ 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層 を 膜 厚 約 １ μ
ｍ に 成 膜 し 、 そ の 後 、 該 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶 性 の 改 善 に よ る Ｅ Ｌ 特 性 の 向 上 を 目 的 と し て 不
活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 １ ０ ２ ０ ℃ で １ 時 間 熱 処 理 を 行 っ て 発 光 層 を 形 成 す る 。 そ し て 該 発 光
層 薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） 透 明 導 電 膜 を マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ
タ 法 に よ り 形 成 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス ト ラ イ
プ 状 の 透 明 電 極 を １ ０ 本 形 成 し た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ ｌ 薄 膜 を 真 空 蒸 着 法 に よ り 形 成 し
黄 色 発 光 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 作 製 し た 。 該 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に １ ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 交
流 電 圧 を 印 加 し た と こ ろ 、 １ ０ × １ ０ の ク ロ ス ト ー ク の 無 い マ ト リ ク ス 表 示 を 実 現 し た 。
ま た 、 最 高 輝 度 ３ ０ ０ ０ ｃ ｄ ／ ｍ ２ を 越 え る 高 輝 度 緑 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 実 施 例 １ ２ 】 厚 さ ２ ｍ ｍ 、 ５ × ５ ｃ ｍ 角 の Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 絶 縁 層 上 に 赤
色 発 光 層 と し て 申 請 者 ら の 発 明 に な る Ｃ ｒ 添 加 Ｇ ａ ２ Ｏ ３ （ Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｃ ｒ ） 蛍 光 体 粉
末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用 い る 高 周 波 マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 を 用 い て Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｃ ｒ 赤
色 発 光 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層 を 膜 厚 約 １ μ ｍ に 成 膜 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 、 溝 １ 本 の
幅 に な る よ う に 不 要 部 分 を エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 。 次 に 、 緑 色 発 光 層 と し て 申 請 者 ら
の 発 明 に な る Ｍ ｎ 添 加 Ｇ ａ ２ Ｏ ３ （ Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｍ ｎ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し て 用
い る 高 周 波 マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 を 用 い て Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ： Ｍ ｎ 緑 色 発 光 蛍 光 体 薄 膜 発 光 層
を 膜 厚 約 １ μ ｍ に 成 膜 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 、 赤 色 蛍 光 体 膜 に 並 行 し て 溝 １ 本 の
幅 に な る よ う に 不 要 部 分 を エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 。 次 に 、 青 色 発 光 層 と し て 申 請 者 ら
の 発 明 に な る Ｔ ｉ 添 加 Ｓ ｒ ２ Ｐ Ｏ ４ （ Ｓ ｒ ２ Ｐ Ｏ ４ ： Ｔ ｉ ） 蛍 光 体 粉 末 を タ ー ゲ ッ ト と し
て 用 い る 高 周 波 マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 を 用 い て Ｓ ｒ ２ Ｐ Ｏ ４ ： Ｔ ｉ 青 色 発 光 蛍 光 体 薄 膜
発 光 層 を 膜 厚 約 １ μ ｍ に 成 膜 し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 、 緑 色 蛍 光 体 膜 に 並 行 し て 溝
１ 本 の 幅 に な る よ う に 不 要 部 分 を エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 。 次 に 、 該 蛍 光 体 薄 膜 の 結 晶
性 の 改 善 に よ る Ｅ Ｌ 特 性 の 向 上 を 目 的 と し て 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 、 １ ０ ２ ０ ℃ で １ 時 間 熱
処 理 を 行 っ て Ｒ Ｇ Ｂ 発 光 層 を 形 成 す る 。 そ の 後 、 Ｂ ａ Ｔ ｉ Ｏ ３ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト 絶 縁 層 の
発 光 層 の 形 成 さ れ て い な い 面 に ダ イ ヤ モ ン ド カ ッ タ ー を 用 い て 幅 ０ ． １ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ
状 の 溝 を ０ ． １ ｍ ｍ の 間 隔 を 持 っ て ６ ０ 本 形 成 す る 。 そ し て 該 発 光 層 薄 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ
ム 添 加 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） 透 明 導 電 膜 を マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 し 、 ド
ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 幅 ０ ． １ ｍ ｍ 、 間 隔 ０ ． １ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 を ６ ０
本 形 成 し た 。 最 後 に 溝 の 底 面 に Ａ ｌ 薄 膜 を 真 空 蒸 着 法 に よ り 形 成 し フ ル カ ラ ー 薄 膜 Ｅ Ｌ デ
ィ ス プ レ イ を 作 製 し た 。 該 薄 膜 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に １ ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 交 流 電 圧 を 印 加 し た と
こ ろ 、 ２ ０ × ２ ０ の ク ロ ス ト ー ク の 無 い フ ル カ ラ ー マ ト リ ク ス 表 示 を 実 現 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 該 薄 膜 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 絶 縁 層 兼 基 板 材 料 で あ る 強 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク シ ー ト
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に ス ト ラ イ プ 状 の 溝 を 作 製 す る こ と に よ り 、 基 板 と し て の 強 度 を 保 持 し た ま ま 、 ク ロ ス ト
ー ク の 無 い マ ト リ ク ス 表 示 が 実 現 で き る 。 さ ら に 、 該 薄 膜 Ｅ Ｌ 素 子 は 背 面 電 極 の パ タ ー ニ
ン グ プ ロ セ ス が 不 用 の た め 実 用 的 に は 非 常 に 安 価 に 製 作 で き る 画 期 的 な 発 明 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に お け る 素 子 構 造
１ ‥ ‥ ‥ ‥ 透 明 電 極 層
２ ‥ ‥ ‥ ‥ 蛍 光 体 層
３ ‥ ‥ ‥ ‥ 強 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト
４ ‥ ‥ ‥ ‥ 背 面 電 極 層
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に お け る マ ト リ ッ ク ス 表 示 の 状 態
【 図 ３ 】 実 施 例 １ に お け る 駆 動 周 波 数 １ ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 時 の 輝 度 － 印 加 電 圧 特 性
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ に お け る 駆 動 周 波 数 １ ｋ Ｈ ｚ 正 弦 波 時 の 輝 度 － 印 加 電 圧 特 性
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【 図 ２ 】
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【 図 ４ 】
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术，在其上形成与透明电极1正交的各种透明导电膜作为透明电极1。 接
下来，在铁电陶瓷片4的凹槽中形成金属膜作为背电极3。 [选型图]图1
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